
   

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ会長 相 馬 伸 吾 

 この度はご卒業、本当におめでとうございます。 

 この三年間の高校生活を全うする事は決して当たり前ではなく、みなさん一人ひとりの努力の賜物であ

り、札幌南陵高校を無事に卒業する事に、自信と誇りを持って欲しいと思います。 

 私が大切だと思う二つの事を書きます。 

 まず一つ目は、目標と努力についてです。常に何らかの目標を持って日々を過ごす事が大切だと、私は感

じています。明確な目標を持って進む人、漠然としていてまだはっきりとしていない人、それぞれいると思

いますが、今自分に出来る範囲で目標を見出して、漫然とした日々を送ってしまい成長できる時間を無駄に

するという事がないよう、過ごして欲しいと思います。その為に人は努力します。努力は報われないという

人もいますが、努力は必ず報われます。ただ、それがすぐに成果が現れるか、一年後か十年後か、能力や費

やした時間などにもよりますが、結果に繋がるまでの時期に差があるだけで、続けていれば必ず努力した事

が報われます。自分を信じてたゆまず努力する事を、これからも続けて欲しいと思います。 

 二つ目に、自分を大切にするという事、心の持ち方を大切にして欲しいという事です。頑張ることと無理

をする事は違います。無理をし続けると心は磨り減り、それを元に戻す事は困難です。時には立ち止まって

自分を休めて下さい。周囲を取り巻く環境は人それぞれですが、長い人生、自分を大切にして周りと適合し

ながら強く生き抜いて欲しいと願っています。 

 これからの未来で、みなさんが活躍する事を期待しております。 

 

 

 

                    校 長 小 川 政 博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８２号 

令和７年(2025年) 

３月１日(土) 
北海道札幌南陵高等学校 PTA便り 

教務部 PTA担当 

 

卒業に寄せて 

洋々たる前途に期待して 

令和 7年３月１日、多くのご来賓のご臨席を賜り、

生徒、保護者の皆様、教職員それぞれにとって大きな

節目となる卒業式の日を迎えました。 

○南陵ＰＴＡ卒業生として 

これまでお子様の成長を生活の中心として、忍耐強

く、山あり谷ありの日々を休むことなく続けてこられ

た卒業生の保護者の皆様におかれましては、今、開放

感や喪失感さえも感じられているのではないでしょう

か。この３年間、本校における学びの充実に向けた日

常的な力強いご支援ご協力を賜りましたこと、衷心よ

り感謝申し上げます。これからは立ち位置に距離はで

きますが、南陵ＰＴＡ卒業生として本校への応援をひ

き続きよろしくお願い致します。 

○不安は尊い「安全装置」 

卒業生の皆さんはこれから、多様な進路の中から選

択した、自分だけの道を歩んでいくこととなります。

当然、不安にさいなまれることもあるでしょう。こう

した不安感は将来を予測できる者だけが持つ、ある意 

味尊い「安全装置」なのかもしれません。これまでの

高校生活で実体験してきたように、不安感にくじけぬ

ための事前の準備を怠らない不断の努力こそが、今後

も確かな一歩へと導いてくれるはずです。目標を直視

し、必要なことから目をそらすことなく行動し、挑戦

していく中で、自らの歩む道はさらに太く、また幾筋

もの広がりを見せてくれるでしょう。 

○豊かな地球を後世に残す使命感をもって 

社会は、画期的な技術革新が更なる革新を生み、或

いは想定の範囲を超える地球規模の課題にも直面する

など、至るところで変化の流れが渦巻く、大きな転換

期にあります。 

このような中、地球の豊かさを後世に残し、持続的

に発展できる活力ある社会の実現に向け、国や地域の

枠を超え、一丸となって取り組んでいくことが、現代

に生きる私たちに与えられた使命でもあります。そし

て、その取組の中心となるのが、正に皆さん一人ひと

りなのです。 

卒業生諸君の洋々たる前途に期待します。 



 

 

ＰＴＡ副会長 小野亜紀子さん 
 入学時はコロナ禍もあり、ＰＴＡは誰かがやってくれるだろうと思っていました。が、進級時に娘と進路について

話し合うようになり、学校の話題を共有できる期間が残り少ない!!と気づき、２年次からＰＴＡ活動に参加することに

しました。活動は数回の会議、春の玄関前の花壇整備、そして学校祭のバザー、高Ｐ連開催の講演会の参加でした。 

 中でも、コロナ明けの学校祭はとても印象的でした。生徒たちのお腹をいっぱいにしよう！と意気込んで、役員４

人と教頭先生で試行錯誤しながら、全て一から準備したことは、自分たちが学生気分でとっても楽しかったです。当

日は、たくさんの保護者さんのおかげで、無事に終わることができました。今年の焼き鳥もたくさんのお手伝いがあ

り、大成功を収めることができて感謝しています。 

 娘と私の高校生活はもう終わってしまいますが、ＰＴＡに参加したことで、より有意義な時間を共有し、濃厚な関

係を築くことができて、本当に良かったと思います。 

 

ＰＴＡ会計監査 德長めぐみさん 
 私は、主人を病気で亡くしてからシングルマザーとして４人の子どもたちを育ててきました。ただひたすら子ども

の様子が心配ということがきっかけで、PTA活動に小・中・高と参加させていただきました。活動を通して、たくさ

んの子どもたち、先生方、地域の方々と出会いました。自分の時間を削ってでも真剣に子どもたちと向き合う先生方

もいれば、そうでない先生もいるということ、PTA活動を通してたくさん学びました。 

 学校に足を運べば「○○のお母さんだ！こんにちは！」って声をかけてくれる子どもたち。高校生になっても声を

かけてくれます。ただ学校に自分たちの要望ばかりを訴えるのではなく、自分の足で学校に出向き、日頃の先生方の

様子、子どもたちの様子を自分の目で確かめることが、PTA活動に参加するきっかけ、子どもたちに寄り添うきっか

けにもなるということをたくさん学ばせていただきました。 

 

 

 

３学年主任 島 尻 道 秋  
卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんの努力が実を結び、新たな門出を迎えられることを心より嬉しく思いま

す。また、保護者の皆様をはじめ、地域の皆様からの温かいご支援に、心より感謝申し上げます。南陵祭では花火へのご支援をい

ただき無事打ち上げることができました。藤野祭りでは多くの地域の方々と働かせていただき、生徒たちにとって大切な経験とな

りました。卒業生の皆さんがこの学びを糧に新たな未来へ羽ばたいていかれることを願っています。困難に直面しても、笑顔を忘

れず一歩ずつ前進してください。 

３年１組担任 水 野 寛 之  
昨年度南陵高校に赴任したのも、きっと何かの縁。今まで関わってくださった全ての方のおかげで、充実したひとときを過ごせ

ていることをありがたく思います。そして卒業生の皆さんへ。３年生からの担任でしたが、皆さんの協力のおかげで、何とか最後

まで無事辿り着けたことに感謝します。また、今後皆さんが、それぞれの道で活躍することを期待しています。ただ、それ以上に、

皆さんには健康で長生きしてほしいと切に思っています。ごきげんよう、さようなら。卒業おめでとうございます。 

３年２組担任 木 立 智 大  
３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんと出会ってからもう３年が経ち、私にとって、担任として初めての卒業生

がそれぞれ新たな道に進み始めることに、嬉しさと寂しさを感じています。これからは、生徒としてではなく、ともに社会を生き

る仲間として、皆さんの活躍を期待しています。また、保護者の皆様をはじめ、地域の皆様には、様々な形で学校生活を支えてい

ただき、心より感謝いたします。 

最後に、３年２組の皆さん、素晴らしい３年間をありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

３学年より～卒業おめでとうございます 

ＰＴＡ役員、ありがとうございました 


